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中山道と甲州街道が出会う 大社といで湯の宿場まち中山道と甲州街道が出会う 大社といで湯の宿場まち
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　毎年諏訪の地に戻ってくるオオワシ「グル」。大きな獲物を捕って食べる姿
に野生のすごみを感じます。時には獲物を横取りしようとするトビに追い回さ
れたりする光景も見られ、自然の厳しさまでも伝えてくれます。
　オオワシの寿命は詳しく分かっていませんが、この諏訪湖に１年でも長く飛
来し、悠然と飛ぶ姿を見せてほしいです。

平成27年３月平成27年３月
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下諏訪町リサイクルカレンダー下諏訪町リサイクルカレンダー 「×」印の日は収集
を行いません

資源物等の収集品目
皆様へお願い
■「家庭ごみの正
しい出し方」「リ
サイクルカレン
ダー」で確認し
てから出してく
ださい。
氏名を必ず書いて
ください。

アルミ缶・ペットボトル・無色ビン・白色トレ
イ・発泡スチロールと色つきトレイ

アルミ缶・ペットボトル・無色ビン・白色トレ
イ・発泡スチロールと色つきトレイ

スチール缶・茶色ビン・紙類（新聞紙・ダンボ
ール紙・雑誌・紙パック・その他の紙類）
アルミ缶・ペットボトル・その他の色ビン・白
色トレイ・発泡スチロールと色つきトレイ

スチール缶・金属類・埋立てごみ
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社会保障・税番号制度（マイナンバー）社会保障・税番号制度（マイナンバー）
が始まりますが始まります

●所在地　下諏訪町4867－１（西四王）　●電話26－7622　●代表者　中村 英治

下諏訪町の企業紹介 第37弾 「麺家　虎  　」下諏訪町の企業紹介 第37弾 「麺家　虎  　」
　毎月発行しているクローズアップしもすわで、町内の企業を紹介します。内容は各会社から提出いただいた原稿を基に
掲載しています。掲載を希望する企業は下諏訪町 総務課 情報防災係（電話27－1111　内線262）までご連絡ください。

　独自で研究した製法でつくった豚骨スープは、濃厚なのにクセがなく、豚骨
独特のこってり感を押さえています。女性やお子さまにもおすすめです。
　素材にこだわった油の少ないチャーシューは、じっくり８時間煮込んで秘伝
のタレに漬け込み、さらにじっくり火を掛け、トロトロに仕上げました。
　こだわりのつまった一杯を、是非ご賞味ください。

※紙類は、雨が降っている場合は絶対に出さないでください。　※第４週資源物の日の「剪定木」収集は11月で終了しました。４月ま
で資源物として出す場合は直接清掃センターへ持ち込んでください。　※建築廃材や家具等は束ねて出しても収集しません（対象外）。
※「焼却ごみ」としての剪定木収集は通年で行っています。氏名を書いた45リットルの焼却ごみ袋を巻いて出してください。

３月の暦
くぐり戸造りの家
八幡 武義作

月 例 資 源 物 収 集 日：３月１日（日） 午前７時～午前８時の間に指定場所へ持ち込んでください。
　　　　　　　　　　　　※種類ごとに十文字にしばるか、紙袋または町資源物袋に入れて出してください。
硬質プラスチック収集日：３月15日（日） 午前９時～午前11時までの間に赤砂崎へ持ち込んでください。

～店舗情報～
■開店時間　11：30～ 14：30
　　　　　　　　　（lo. 14：00）
　　　　　　17：30～ 22：00
　　　　　　　　　（lo. 21：30）
■定 休 日　月曜日

　次号から社会保障・税番号制度（マイナンバー）につい
て特集を組んで紹介します。
　住民のみなさん、マイナンバーへの理解を深めていきま
しょう。

マイナンバー制度に関するお問い合わせは

全国共通ナビダイヤル（☎0570－20－0178）
外国語（英語）対応（☎0570－20－0291）
※ナビダイヤルは通話料がかかります。
平日9：30～ 17：30（土日・祝日を除く）　
『社会保障・税番号制度』ホームページ
（http://www.cas.go.jp/jp/ seisaku/bangoseido/）

豚骨「白虎」 豚骨＋韓国味噌「赤虎」

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

QRコード

写真提供：とんべ写遊会　吉澤　健さん写真提供：とんべ写遊会　吉澤　健さん
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総務課

情報防災係

　「下諏訪力の創造」を基本理念に「住民
主体・参画協働による個性豊かなまちづく
り」“小さくてもきらりと光る美しいまち”
の実現に向け、着実に歩んでいます。
　平成26年度も残りわずかとなり、新しい年度が始まります。今年度、主にどのような事
業が進められたのか振り返ってみましょう。

下諏訪力の創造下諏訪力の創造
前進する協働のまちづくり前進する協働のまちづくり
～下諏訪町の１年を振り返る～～下諏訪町の１年を振り返る～

特集

●安心・安全のまちづくり

町有で４基目となる雨量計を福沢川水系
に設置しました。

荒木由美子さんを講師にお招きし、実体験をもと
に介護についての貴重なお話をいただきました。
その後、映画「サクラサク」の上映を行いました。

友好都市である南知多町の子どもたちと、
いずみ湖公園でバーベキューや木こり体
験等を通じて、交流を深めました。

救助用工具のセットを購入し各区へ配備
しました。また、備蓄食糧の購入をしま
した。

雨量計設置事業 地域防災力強化事業

南知多町友好交流事業 町民講演会開催事業

より多くの方が快適に利用できるよう、春
宮西公衆便所の拡張工事を行いました。

地域経済の活性化として、下諏訪町生活
応援商品券の配付・販売を行いました。

下諏訪町生活応援商品券事業 春宮西公衆便所改修事業

下諏訪力創造チャレンジ事業を活用した民公
協働で、小中学生とその保護者を対象に初め
て「カヌー教室」を実施しました。

放送設備、サブグランドの物置を新しく
購入しました。

いずみ湖公園管理事業 諏訪湖カヌーチャレンジ

野外健康器具を新たに２基設置し、諏訪湖畔の
健康器具は全部で15基となりました。

「英語が話せ使える日本人」を目指し、国際
感覚とコミュニケーション能力を養うことを
目的に実施しています。

小学校英語教科補助指導事業
健康づくり推進事業
　　～野外健康器具購入～

●地域活性化まちづくり事業の推進●地域で守り育てる子ども支援策の推進
●環境、福祉施策の充実

共助による地域除雪を推進するため、小
型除雪機６台を購入し、各地区へ貸出し
を行いました。

第10区のみなさんと町との民公協働事業
により、鎌倉街道にあずま屋の設置をし
ました。

各区貸出用除雪機購入事業 鎌倉街道ビューポイント整備事業

赤砂崎に防災倉庫・燃料庫を設置しました。防災倉庫には災害時用の車椅子用トイレやテン
ト型トイレなどの備品を配備しました。

社会資本整備総合交付金事業／災害時用備品購入事業
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平成27年度　福祉タクシーおよび平成27年度　福祉タクシーおよび 軽自動車税の税率改正のお知らせ軽自動車税の税率改正のお知らせ
循環バス助成券の申請受付が始まります循環バス助成券の申請受付が始まります
「タクシー券」または「循環バス券（あざみ号・スワンバス）」を選択できます

◆受付開始日　　平成27年３月２日（月）から　（土・日・祝日を除く）
◆受 付 時 間　　午前８時30分から午後５時15分まで
◆受 付 場 所　　下諏訪町役場（庁舎２階）　健康福祉課 高齢者係

　下諏訪町に住民票があり、在宅の方（介護施設等に入所している方は除く）が下記に該当する場合、
諏訪６市町村内に事業所があるタクシーや循環バス（あざみ号・スワンバス）を利用する際に、その
一部の金額を助成しています。

【対　象　者】（平成27年４月１日現在）
１　満79歳以上の方（誕生日の日から）
２　介護保険の要支援または要介護の認定を
受けている方

３　身体障害者手帳の交付を受け、障害程度
が１級または２級に該当する方

４　精神障害者保健福祉手帳の交付を受け、
障害程度が１級または２級に該当する方

５　療育手帳の交付を受け、障害程度がＡ
１・Ａ２・Ｂ１のいずれかに該当する方

６　人工透析患者の方で、「じん臓機能障
害」に該当する身体障害者手帳の交付を
受け、障害程度が１級・３級・４級のい
ずれかに該当し、かつ「自立支援医療受
給者証」または「特定疾病療養受療証」
をお持ちの方

７　運転免許証を返納し、「運転経歴証明
書」または「申請による運転免許の取消
し通知書」をお持ちの方

①　印鑑
　　（窓口に来る方の認め印）
②　写真１枚　※利用者証作成用
　　（横２.５cm×縦３cm）
　　※１年以内に撮影した前向
　　　きの写真

（帽子、サングラスを外した顔全体が写っ
ているもの）

◆顔写真の添付された書類（身体障害者手帳等の
各種手帳または運転経歴証明書）をお持ちの
方は、写真の提出は必要ありません。
※乗車の際に利用者証の替わりとなります
③　「各種手帳（身体障害者手帳等）」や「運転
経歴証明書」または「申請による運転免
許の取消し通知書」をお持ちの方は申請
時に窓口で提示

①　印鑑（窓口に来る方の認め印）
②　下諏訪町福祉タクシー等利用者証
③　上記②のタクシー等利用者証の交付を省
略されている方は「各種手帳（身体障害
者手帳等）」や「運転経歴証明書」

■問い合わせ
　下諏訪町 健康福祉課 高齢者係
　電話27－1111（内線236・237）

これまでに申請されている方も、継続を希望される場合には、年に一度申請の手続きが必要
となります。ご本人が直接窓口に来られない場合は、ご家族等代理の方でも手続きできます。

満79歳の誕生日を迎えた方や、あらたに上記
２から７の対象者となった方は、その時点で申
請の手続きをお願いします。
ただし、障害者の方が使用する目的で、地方税
法の規定により自動車税または軽自動車税の減
免を受けている場合は、満79歳以上の方でも
対象外となります。

【申請の際に必要となるもの】
初めての方

継続する方

　平成26年度税制改正により、自動車関係税制の抜本的な見直しが行われ、軽自動車税の税率が変更されました。
◆　軽自動車税とは 
　毎年４月１日（賦課期日）現在で原動機付自転車、小型特殊自動車、軽二輪車、小型二輪車、軽自動車等
を所有している方に納めていただく税金（年税）です。したがって、年の途中で登録した場合の月割の課税、
廃車した場合の月割の還付はありません。
◆　原動機付自転車、小型特殊自動車、軽二輪車、小型二輪車等は平成27年１月14日に閣議決定された「平成
27年度税制改正の大綱」にて、新税率の適用時期を平成27年度から平成28年度に１年延期する改正を行うこ
とが示されており、今後税制改正により変更される場合は、町ホームページなどでお知らせします。

◆　軽自動車（３輪及び４輪）
　　平成27年４月１日から、初度検査年月に応じて、現行税率、新税率、いずれかの税率を適用します。
（１）現行税率
　平成27年３月31日までに新規で登録した車両（初めて車両番号の指定を受けた車両）は、登録後13年経
過するまでは現行税率を適用します。

（２）新税率
平成27年４月１日から新規で登録された車両から、新税率を適用します
Ａ　平成27年４月１日に新規で登録した車両　　　⇒　　平成27年度から課税されます。
Ｂ　平成27年４月２日以後に新規で登録した車両　⇒　　平成28年度から課税されます。

（３）重課税率
　　　平成28年４月１日以後、新規登録から13年を経過した車両に適用されます。
　ただし、燃料の種類が電気・天然ガス・メタノール・ガソリンハイブリッド、及び被けん引車（ボート
トレーラー等）は重課税率の対象外です。

重課税率の適用は以下のとおりです。

■問い合わせ　　下諏訪町 税務課 収納係　　電話27－1111（内線126・127）

※自動車検査証の様式が変更された平成15年10月
14日以前に最初の新規検査を受けた車両につい
ては、初度検査の「月」が把握できないことか
ら、最初の新規検査を受けた年の12月を初度検
査の月とします。

車　　　種

車　　　種

初度検査年月 適用年度

軽三輪
乗用（自家用）
乗用（営業用）
貨物（自家用）
貨物（営業用）

平成14年12月まで
平成15年１月～平成16年３月まで

平成28年度から
平成29年度から

軽四輪

１．現行税率
平成27年３月31日
までの登録車両

２．新税率
平成27年４月１日以降

の登録車両

３．重課税率
新規登録後13年超の

登録車両

原動機付自転車

小型特殊自動車

軽二輪車
小型二輪車
雪上車

50cc以下
50cc超90cc以下
90cc超125cc以下
ミニカー（50cc以下）
農耕作業用
その他（フォークリフト等）
125cc超250cc以下
250cc超

1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
1,600円
4,700円
2,400円
4,000円
2,400円

3,100円
7,200円
5,500円
4,000円
3,000円

3,900円
10,800円
6,900円
5,000円
3,800円

4,600円
12,900円
8,200円
6,000円
4,500円

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
2,400円
5,900円
3,600円
6,000円
3,600円

排　　気　　量
税   率（年額）

現行税率（26年度） 新税率（27年度～）
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いずみ湖へいこうよ!! 大自然の中でスポーツやアウトドアを楽しんでみませんか。

【マレットゴルフ場・テニスコート・グラウンド】

【研修の家・キャンプ場】

【マレットゴルフ場・テニスコート・グラウンド】

施 設 名

マレットゴルフ場
（現地管理棟　電話58-8560）

４月19日（日）～11月８日（日）
○午前９時～午後５時

４月19日（日）～11月８日（日）
○午前５時～午後７時

５月１日（金）～
　　　10月31日（土）

団体利用
（総員50人以上）

４月19日（日）～11月８日（日）
土･日･祝日のみ開園（８月は毎日開園）

○午前９時～午後６時

テニスコート（全天候型8面）
（現地管理棟　電話58-9772）

研修の家
（40畳２室・30畳３室）

使用料は、利用者の住所・年齢等により細かく区分され
ています。詳しくは担当係までお問い合わせください。

無　料　※許可は必ず受けてください！
（寝具・テント等は、利用者がご用意ください。）キャンプ場

第１グラウンド（多目的）
第２グラウンド（サ　ブ）

１人（１ラウンド） 　200円
１人（１日）　　　　300円
１人（１ラウンド） 　100円
１人（１日）　　　　200円

１時間　　500円

１面（１日）　　6,000円
１面（１時間）　　　800円

利用期間及び時間 使 用 料

施 設 名 利用期間 使 用 料 等

個人利用

●受付日時　　平成27年４月２日（木）　午前９時～午前10時30分
※受付は先着順とさせていただきます。（電話での受付はいたしません）

●受付会場　　下諏訪総合文化センター 講習室（２階）
○上記以降の利用申込み方法
・４月３日（金）から担当課各係（建設水道課 都市整備係・教育こども課 子育て支援係）、住民環境
課 総合窓口係およびインターネットで受け付けます。（インターネットでの予約は仮予約となります
ので、７日以内に担当課各係または総合窓口係で本予約の手続きをしてください。）
・受付時間は土・日・祝日を除き、毎日午前８時30分～午後５時15分までです。（電話での受付不可）
※インターネットでの仮予約は24時間受付可能ですが、予約可能期間は利用する日の７日前までとな
ります。それ以降の予約はインターネットでは受け付けませんので直接各係窓口でお願いします。

　下諏訪町では、農業者以外の方が野菜や花等を栽培して、自然にふれあうとともに、農業に対する理解
を深めることを目的に特定農地（菜園）の貸付を行っております。平成27年特定農地利用者を一般公募い
たします。
●抽 選 日 時　　平成27年３月６日（金）午前９時30分
●会　　　場　　下諏訪総合文化センター　小ホール　　　　　●持　ち　物　　印鑑・利用料
●募集区画数　　武居１、２、３、５、６、７、８、９、11／富部／東山田５、６、７／高木２／
　　　　　　　　殿村２、３／上久保１、２／社東町３／西鷹野町２
　　　　　　　　【20箇所　114区画　ほか数箇所数区画】
●利　用　料　　750円～3,000円（年間）面積等により異なります。
※整理券を当日、午前９時00分から、下諏訪総合文化センター小ホール入口にて配布します。
■問い合わせ　　下諏訪町 産業振興課 農林係　電話27－1111（内線277）

いずみ湖公園施設の利用申込みが始まりますいずみ湖公園施設の利用申込みが始まります

障害福祉の通所事業所障害福祉の通所事業所説明会開催のお知らせ説明会開催のお知らせ

平成２7年下諏訪町特定農地（菜園）利用抽選会のお知らせ

マレットゴルフ場・テニスコート・グラウンド・研修の家・キャンプ場マレットゴルフ場・テニスコート・グラウンド・研修の家・キャンプ場

■問い合わせ：下諏訪町 建設水道課 都市整備係（内線245）

【研修の家・キャンプ場】■問い合わせ：下諏訪町 教育こども課 子育て支援係（内線714）

※ 町内に在住または在学する高校生以下の者が研修の家を利用する場合は使用料はかかりません。
※ 日帰りの利用時間帯は、午前９時から午後４時までです。

障害者の方の自動車税・自動車取得税の減免制度について
　県では、障がい者の方が利用する自動車のうち、一定の要件に該当するものについて、自動車税・自動
車取得税の減免制度を設けています。減免を受けるためには、下記（１）の基準を満たした上で申請する
必要があります。

（１）減免の基準（次の基準をすべて満たすこと）
ア　障害者手帳（身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・戦傷病者手帳）をお
持ちの方で、障がいの程度が一定基準以上であること。
イ　車検証に記載されている自動車の所有者（自動車税の納税義務者）が障がい者本人である
こと。（ただし、18歳未満の場合及び療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの場合は、
この限りではありません。）
※これから車両の登録をする予定の方は、３月末日までに登録がなされなかった場合、翌年
度からの減免が受けられない場合があります。

ウ　障がい者本人、又は障がい者と生計を一にする方が運転すること。
（２）申請期限（土・日・祝祭日は除く）
　　　自 動 車 税　：　随時

※平成27年度は５月26日（火）以降に申請した場合、あるいは車両登録日から30日を過ぎて
申請した場合は、減免額が少なくなります。

　　　自動車取得税　：　車両登録日から30日以内

■問い合わせ及び申請先　長野県諏訪地方事務所　税務課　電話57－2905

～誰も自殺に追い込まれることのない
　　　　　　　社会の実現を目指して～

　自殺は、その多くが「追い込まれた末
の死」だと言われています。
　家族や職場の仲間など、あなたの身近
な人の「眠れない」、「食欲がない」な
どいつもと違う様子に気付いたら、声を
かけてみてください。
　「眠れている？」、「疲れてない？」
さりげないあなたの一言で、大切な人が
救われるかもしれません。

下諏訪町「心のほっと相談」のご案内

～自分の居場所をさがしませんか～

　下諏訪町では、専門の相談員による「心のほっと
相談」を行っています。「気分が落ち込む」「眠れ
ない」「イライラが止まらない」など、心の悩みに
ついて、ご本人だけでなく、ご家族や身近な方につ
いての相談もできます。
　予約制の個別相談で、秘密は厳守いたします。お
気軽にご連絡ください。

●３月の相談日程
３月５日（木） ３月19日（木）

●場　所　保健センター
●時　間　①午後１時30分～２時30分
　　　　　②午後２時30分～３時30分
■問い合わせ　下諏訪町保健センター
　　　　　　　電話27―8384

＊４月以降の日程は、クローズアップしもすわ、
いきいき家族の健康カレンダー、ホームページ
をご参照ください。

日　時　平成27年３月８日（日）　午後１時～午後３時30分
◆場　所　諏訪市総合福祉センター３階　交流ひろば
■問い合わせ　諏訪圏域障害者総合支援センター オアシス　【担当：大澤】
　　　　　　　電話54－7713

※申し込み不要※
お気軽に
　　ご参加ください
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下諏訪町公民館・勤労青少年ホーム講座紹介

公民館講座に参加してみませんか？公民館講座に参加してみませんか？

町の新しい教育委員さんを紹介します町の新しい教育委員さんを紹介します

やまびこ学級

■問い合わせ　下諏訪町公民館・勤労青少年ホーム　　電話28－0002

　５月下旬から12月にかけ全15回のやまびこ学級
（成人学級）が開講され、20名の受講生が７ヶ月
間様々な活動にチャレンジしました。
　「仲間の輪を広げ、健康に生きる」をテーマとし、
身近な人権についてや、ヨーガ、リラックス気功、アロマテラピー
などの学習・体験をしました。
　今年度は工作に関する活動も多く、時期に合わせた小物などを制
作し、楽しい時間を過ごしました。
　来年度も新しい活動をご用意し、受講者の皆さまをお待ちしてお
ります。

運転免許特定任意講習会開催のお知らせ運転免許特定任意講習会開催のお知らせ
　下諏訪町では、特定任意講習会を次のとおり開催します。
　これから免許更新をむかえる該当者の皆さんの受講をおすすめします。
　特定任意講習とは、道路交通法により義務付けられた運転免許証更新時の４
区分講習（優良運転者講習、準優良運転者講習、通常更新者講習、初回更新者講
習）が免除される講習会のことです。この講習を受講された方は、警察署で更新
手続きができます。
◇日　程　平成27年３月12日（木）午後６時00分受付　
　　　　　午後６時30分から午後８時30分まで
◇場　所　下諏訪総合文化センター（小ホール）
◇対　象　平成27年９月11日（金）までに更新手続きをする方。
　　　　　ただし、70歳以上の人は高齢者講習が義務付けられているため受講できません。
◇受講料　1,500円（県の収入証紙購入代金）
※詳しくは、諏訪交通安全協会（電話52－3050）までお問い合わせください。

　町が発注する小規模な工事や修繕等の受注を希望する方を登録し、見積先の選定資料とすることにより、
町内小規模事業者の受注機会の拡大を図ることを目的とした「小規模工事等受注希望者登録制度」の登録
申請を受け付けます。登録を希望される方は、次の事項に留意のうえ申請してください。
　なお、現在登録されている方の有効期間は平成27年３月末までですので、４月以降の登録を希望する場
合は改めて申請してください。
■対象となる工事　　１件30万円未満の軽易な工事や修繕等
■登録できる方　　次の要件を満たせば、建設業の許可の有無、経営組織、従業員数は問いません。
　　○下諏訪町内に主たる事業所又は住所を有する方　　
　　○町税を滞納していない方
　　○入札参加資格者名簿に登録されていない方
　　○希望業種を履行するために必要な資格、免許を有する方
■登録に必要なもの
　　○小規模工事等受注希望者登録申請書（町HPからダウンロード可、総務課財政係でも配付）
　　○法人にあっては登記事項証明書
　　○資格、免許等が必要な業種を希望する方にあっては、その資格者証や免許証等の写し
　　○町税の納税証明書（すべての税目を完納したものに限る、税務課で交付）
■申 請 の 受 付　　平成27年３月２日（月）から随時
■登録の有効期間　　平成27年４月１日から平成29年３月31日まで（２年間）
　　　　　　　　　　（ただし、平成27年４月１日以降に申請（登録）された方は名簿登載日から）
■注　意　事　項　　本制度の登録をもって指名や契約を約束するものではありません。
■受付・問い合わせ　　下諏訪町 総務課 財政係　電話27－1111（内線266）

小規模工事等受注希望者の登録申請について小規模工事等受注希望者の登録申請について
今、加入されている方も継続加入を

－もしものために加入しましょう－－もしものために加入しましょう－

今、加入されている方も継続加入を
平成27年度交通災害共済会員を募集しています平成27年度交通災害共済会員を募集しています

共　済　見　舞　金　の　内　容

災　害　の　区　分

180日以上医師の治療を要する傷害
150日　　　　　　〃
120日　　　　　　〃
105日　　　　　　〃
 90日　　　　　　〃
 75日　　　　　　〃
 60日　　　　　　〃
 45日　　　　　　〃
 30日　　　　　　〃
 15日　　　　　　〃
 7日　　　　　　〃
 7日未満医師の治療を要する傷害

共済見舞金額（円）

死　　　　亡
１口加入 ２口加入

1,000,000
100,000
80,000
60,000
55,000
50,000
45,000
40,000
35,000
30,000
25,000
20,000
15,000

15,000

300,000

2,000,000
200,000
160,000
120,000
110,000
100,000
90,000
80,000
70,000
60,000
50,000
40,000
30,000

30,000

600,000

７日以上医師の治療を要する傷害
で、自動車安全センターの発行す
る交通事故証明書が得られないも
の（軽車両による自損事故を除
く）

身障見舞金１～２級（植物症含む）

　近年の車社会において、交通事故
はいつ我が身にふりかかってくるか
わかりません。万一に備えて家族そ
ろって交通災害共済に加入しましょ
う。（町外での事故も対象になりま
す）
　現在、各区の区長さん、町内会長
さんを通じて加入促進が行われてい
ますが、詳細は各戸にお配りしまし
た募集チラシをご覧ください。
　なお、現在加入されている方の共
済期間は、３月31日で満了となり
ますのでご注意ください。

事故にあったら
　必ず警察に届けましょう
※見舞金の請求時に交通事故証明書
が必要となります。
◎会費は　年額１口　400円
　　　　　　　２口　800円
※年度の途中でも加入できます。
　会費は月割りとなります。
■問い合わせ
　下諏訪町 住民環境課 生活環境係
　電話27－1111（内線143）

樹脂粘土を使いクリスマス飾りを制作 体を動かしながら日本の歌を歌う

戸隠の文化・自然保護に関する研修旅行

今井仁志さん 荒木小由美さん 小松裕子さん

　任期満了に伴う新しい教育委員会委員に今井仁志氏（萩倉）
が11月30日に開かれた町議会12月定例会で、その任命について
議会の同意を得て就任されました。任期は12月24日から４年間
です。これからのご活躍をご期待申し上げます。また、12月24
日に開かれた臨時教育委員会で新教育委員長に荒木小由美氏、
同職務代理者に小松裕子氏がそれぞれ選任されました。
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発行　下諏訪町教育委員会

編 集　生涯学習
　　　　　編集委員会

分館活動この一年分館活動この一年分館活動この一年分館活動この一年

１年間の分館活動を振り返って
～さまざまな活動の一端を紹介します～
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帰
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六
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参
加
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顔
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腕
を
発
揮
し
よ
う
と
真
剣
に
取
り
組

む
年
配
者
、
ホ
ー
ル
ご
と
に
子
ど
も
た
ち
の
歓

声
が
と
ど
ろ
く
中
で
終
了
。
研
修
の
家
で
は
町

別
に
昼
食
を
い
た
だ
き
、
表
彰
式
よ
り
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
の
方
が
盛
り
上
が
り
驚
き
ま
し
た
。

　

「
最
近
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
声
が
近
所
で

聞
こ
え
て
こ
な
く
さ
み
し
い
ね
」
と
い
う
食
事

中
の
話
。

　

二
十
数
名
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加
に
は
感
謝

し
、
年
々
参
加
者
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
は
お

礼
を
申
し
上
げ
な
が
ら
も
、
秋
の
運
動
会
に
変

わ
っ
て
の
行
事
と
い
う
こ
と
に
は
、
複
雑
な
思

い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
よ
り
一
層
区
民
が
親
睦
を
深
め
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
祭

第
五
区

分
館
長
　
　
大
和
　
昭
彦

　

五
区
の
文
化
祭
が
十
月
二
十
五
日
（
土
）
〜

二
十
六
日
（
日
）
に
か
け
て
高
木
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
区
民
の
皆

様
や
各
種
団
体
様
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
力
作
が
会

場
一
杯
に
展
示
さ
れ
、

「
紙
ヒ
コ
ー
キ
を
作
ろ

う
講
座
・
映
画
上
映
」

で
は
多
く
の
お
子
様
が
御
家
族
で
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

綿
あ
め
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
配
布
、
煎
茶
道

講
座
の
美
味
し
い
振
る
舞
い
な
ど
心
と
体
を
満

た
し
て
く
れ
る
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
グ
レ
イ
ス
フ
ル
下
諏
訪
様
に
よ
る

福
祉
講
演
会
、
下
諏
訪
町
消
防
署
様
に
よ
る

A
E
D
講
習
会
等
を
し
て
い
た
だ
き
、
芸
術
と

文
化
・
健
康
を
考
え
る
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
恒
例
の
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

区
民
の
皆
様
の
交
流
が

深
ま
っ
た
楽
し
い
文
化

祭
と
な
り
ま
し
た
。

写
経

第
二
区

分
館
長
　
　
山
田
　
道
宏

　

五
月
二
十
五
日
、
来
迎
寺
の
服
部
住
職
様
の
ご

厚
意
で
、
庭
の
見
え
る
廊
下
と
座
敷
に
机
を
用
意

し
て
い
た
だ
き
、
静
け
さ
と
香
の
香
り
に
包
ま
れ

た
一
時
を
写
経
に
集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
多
く
は
初
め
て
の
方
が
多
く
、
慣
れ
な
い
筆
で
一
字
一
字

丁
寧
に
書
い
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
集

中
し
て
お
経
を
写
す
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
と
、

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
迎
寺
で
ご
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
お
茶
を
頂
き
な
が
ら
、

住
職
様
か
ら
「
《
色
即
是
空　

空
即
是
色
》
の
意
味
と
そ
れ
を
表
す
言

葉
」
が
《
因
果
》
（
原
因
と
結
果
）
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
お
話

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
皆
さ
ん
も
興
味
深

そ
う
に
お
聞
き
し
納
得
し
た
様
子
で
し
た
。

　

最
後
に
住
職
様
か
ら
、
自
分
の
写
経
を
し
た

用
紙
は
裏
打
ち
を
し
て
飾
っ
て
お
く
と
良
い
で

す
よ
と
、
お
勧
め
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
を

含
め
貴
重
な
体
験
が
で
き
、
感
謝
の
一
言
で
し

た
。
ま
た
計
画
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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分館活動この一年分館活動この一年分館活動この一年分館活動この一年

注
連
飾
り
講
習
会

注
連
飾
り
講
習
会

第
六
区

東
山
田
の
史
跡
め
ぐ
り

第
七
区

分
館
長
　
　
本
山
　
巌

分
館
長
　
　
藤
森
　
隆
志

　

六
月
十
五
日
、
心
配
し
て
い
た
天
気
は
快
晴

で
、
な
お
か
つ
暑
い
。
そ
ん
な
中
、
参
加
人
員

は
六
十
名
ほ
ど
で
区
外
の
参
加
者
も
あ
り
、
東

山
田
史
話
会
の
会
長
で
あ
る
宮
坂
源
吉
氏
を
講

師
に
、
い
ざ
ス
タ
ー
ト
。
東
山
田
は
、
諏
訪
大

社
春
宮
の
お
膝
元
、
史
跡
の
宝
庫
で
あ
り
、
旧

石
器
時
代
の
駒
形
遺
跡
も
あ
り
、
ま
た
鎌
倉
街

道
、
古
中
仙
道
の
沿
道
に
位
置
し
て
い
る
。
皆
、

先
人
も
歩
い
た
で
あ
ろ

う
古
道
に
い
に
し
え
の

ロ
マ
ン
を
感
じ
な
が
ら
、

説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
る
。

　

現
在
、
史
跡
に
居
住

さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら

場
所
の
提
供
、
そ
し
て
、

説
明
ま
で
し
て
い
た
だ

き
感
謝
、
感
謝
。
参
加
者
は
、
汗
を
拭
き
拭
き
、

そ
れ
で
も
楽
し
そ
う
に
、
三
時
間
あ
ま
り
の
行

程
を
無
事
踏
破
す
る
。

　

東
山
田
に
は
、
ま
だ
数
多
く
の
史
跡
が
あ
り
、

次
は
、
熊
野
神
社
、
そ
の
上
の
山
城
跡
の
方
を

散
策
し
た
い
も
の
だ
と
、
今
年
の
分
館
へ
の
申

し
送
り
に
し
て
お
こ
う
と
思
う
。

　

十
二
月
十
四
日
、
町
屋
敷
在
住
の
宮
本
様
を

講
師
に
迎
え
注
連
飾
り
講
習
会
を
開
催
し
た
。

講
習
会
で
使
う
わ
ら
は
地
区
で
取
れ
た
稲
わ
ら

を
使
い
、
わ
ら
を
す
く
作
業
か
ら
参
加
者
各
自

で
実
施
し
た
。

　

開
催
日
は
手
が
悴
む
寒
さ
の
中
、
わ
ら
を
す

く
作
業
を
外
で
行
い
、
公
会
所
内
部
で
縄
を
な

う
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。
か
つ
て
は
ど
の
家
庭

で
も
行
わ
れ
て
い
た
作
業
だ
が
、
「
な
う
」
と

い
う
言
葉
を
知
ら
な
い
参
加
者
は
、
作
業
の
方

も
途
中
で
縄
が
ほ
ど
け
た
り
、
編
み
目
が
均
等

に
な
ら
な
か
っ
た
り
と
、
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た
。

　

講
師
や
熟
練
者
の
方
々
に
手
助
け
を
し
て
い

た
だ
き
、
参
加
者
は
、
全
員
が
見
本
通
り
の
注

連
飾
り
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

熟
練
者
に
は
見
本
の
注
連
飾
り
の
他
に
、
輪

締
め
な
ど
の
注
連
飾
り

を
作
っ
て
持
ち
帰
る
人

も
い
ま
し
た
。

　

来
年
以
降
も
地
区
の

行
事
と
し
て
開
催
し
て

知
識
と
経
験
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

年
末
の
恒
例
行
事

第
九
区

分
館
長
　
　
濵
　
豊

　

去
る
十
二
月
二
十
一
日
（
日
）
に
、

し
め
飾
り
講
習
会
及
び
お
餅
つ
き
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
恒
例
行
事
で
も
あ

る
し
め
飾
り
講
習
会
に
は
大
勢
の
区
民

の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
馴
れ

た
手
つ
き
で
、
わ
ら
を
す
い
て
い
き
、

初
め
て
の
方
に
は
丁
寧
に
説
明
し
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
和
や
か
で
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

年
々
し
め
飾
り
の
飾
り
付
け
に
趣
向
を
こ
ら
す
方
が
増
え
、

各
家
庭
の
玄
関
を
飾
る
立
派
な
し
め
飾
り
が
出
来
上
が
り
、
新

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
気
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

　

そ
の
間
、
分
館
役
員
は
子
ど
も
た
ち
と
餅
つ
き
を
し
ま
す
。

前
日
か
ら
婦
人
部
の
方
々
に
準
備
し
て
い
た
だ
き
、
役
員
の
協

力
の
も
と
、
全
員
で
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、出
来
上
が
っ
た
お
餅
を
子
ど
も
た
ち
が
、
あ
ん
こ
・

き
な
粉
・
ご
ま
の
三
種
類
の
中
か
ら
、
自
分
た
ち
が
食
べ
ら
れ

る
分
だ
け
、
お
餅
を
つ
け
て
食
べ
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。

意
外
に
も
子
ど
も
た
ち
に
は
、
き
な
粉
と
ご
ま
が
人
気
が
あ
り

ま
し
た
。

　

例
年
行
っ
て
い
る
行
事
で
す
が
、
し
め
飾
り
や
お
餅
つ
き
な

ど
機
会
が
な
い
と
で
き
な
い
昨
今
、
伝
統
行
事
を
継
続
し
て
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
良
き
お
正
月
の
風
習
が
受
け
継
が

れ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
八
区

分
館
長
　
　
角
田
　
正
典

　

十
二
月
二
十
一
日
に
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て

い
る
注
連
飾
り
講
習
会
を
行
っ
た
。
多
く
の
公

民
館
で
も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
つ
の
文

化
の
継
承
と
も
言
え
る
行
事
で
あ
る
。
同
じ
区

民
の
守
屋
氏
に
講
師
を
お
願
い
し
行
わ
れ
た
。

そ
ん
な
中
、
寒
い
朝
か
ら
二
十
名
ほ
ど
の
区
民

の
人
た
ち
が
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る
方
、
初
め
て
の
参
加
の

方
と
一
緒
に
な
り
協
力
し
な
が
ら
の
作
業
と
な

っ
た
。
毎
年
参
加
さ
れ
て
い
る
方
た
ち
は
初
め

て
の
人
た
ち
に
教
え
な
が
ら
も
、
黙
々
と
作
業

を
進
め
る
の
に
対
し
、
初
め
て
の
人
は
お
ぼ
つ

か
な
い
手
つ
き
で
の
作
業
と
な
っ
た
。
し
ま
い

に
は
自
分
の
作
業
を
中
断
し
て
、
初
め
て
の
人

の
注
連
飾
り
を
協
力
し
な
が
ら
作
っ
た
。
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
中
、

何
と
か
全
員
無
事
完
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

伝
統
と
技
術
の
継
承

に
繋
が
る
行
事
だ
け
に
、

今
後
も
大
勢
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
Ｐ
Ｒ
等
し
て
い
き

た
い
。

文
化
祭

第
十
区

分
館
長
　
　
吉
澤
　
廣
志

　

十
一
月
一
日
（
土
）
か
ら
二
日
（
日
）
の
二

日
間
、
分
館
の
大
事
業
で
あ
る
恒
例
の
文
化
祭

を
「
富
部
か
ら
の
発
信―

話
・
輪
・
和―

」
を

テ
ー
マ
に
、
一
層
の
融
和
と
一
体
感
づ
く
り
を

目
指
し
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
頃
の
区
民
の
皆
さ
ん
の
作
品
・
地
域
の
団

体
・
サ
ー
ク
ル
で
の
活
動
成
果
な
ど
を
展
示
し
、

会
場
に
は
四
百
名
あ
ま
り
の
多
く
の
皆
さ
ん
に

来
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
配
し
ま
し
た
展
示
作
品
等
は
、
太
田
文
化

部
長
を
講
師
と
し
て
家
庭
教
育
講
座
「
切
り
絵

を
切
っ
て
文
化
祭
に
参
加
し
よ
う
」
を
開
催
し
、

参
加
者
の
力
作
を
会
場
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
ま
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
開
催
で
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
区
民
の
皆

さ
ん
の
歓
談
の
場
を
設
け

て
、
本
年
度
分
館
の
テ
ー

マ
「
出
会
い
か
ら
生
ま
れ

る
地
域
の
絆
」
を
掲
げ
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
文

化
祭
を
通
し
て
、
地
域
の

絆
づ
く
り
に
一
役
担
え
た

と
思
い
ま
す
。

春
を
告
げ
る
花

フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
（
福
寿
草
）

　

花
言
葉
：
永
遠
の
幸
福

　
　
　
　
　

幸
福
を
招
く

　
　
　
　
　

思
い
出　

祝
福

か
じ
か
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一年間のまとめ一年間のまとめ町立図書館のおすすめ本コーナー

およぐひと

【内容紹介】私がそこで出会った人々は「流れに逆らい家に帰ろうと泳ぐ
人、遠くに行こうとする人」まだ４年、もう４年・・・「３．11」をテー
マにした絵本です。

下諏訪町立図書館　平出　みちよ

長谷川 集平　作　解放出版社　（エルくらぶ）

「自分」の壁　

【内容紹介】自分とはなにか？自分らしさとは？誰もが一度はそんなこと
を考えたことがあるはずです。しかし、自分探しをするより大事なことが
あるのではないか？
　本書では自分を取り巻く環境から自分は関係ないと避けてしまいがちな
問題まで様々な角度から「自分」というものを考えています。また、現代
でも参勤交代をしたほうがいいといった筆者独自の考えも書かれており、
今の政治や様々な時事問題を新しい見方で見ることができると思います。
　この本を読み終わったとき、自分に対する考え方、そして世界の見方が
変化しているかもしれません。　　　　　下諏訪町立図書館　芦澤　香奈

養老　孟司著　新潮社

【お願い】「図書館利用カード」の住所・電話番号・メールアドレスなどに変更があった
　　　　　場合は、ただちに図書館へご連絡ください。

三
月
の
こ
え

「
♪　

蛍
の
光
、
窓
の
雪…

」
平
成
二
十
六
年
度
末
を
迎
え
、

学
校
や
職
場
等
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
感
謝
と
お
別
れ
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
が
流
れ
て
き
そ
う
な
時
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
逢
う
は
別
れ
の
始
ま
り
」
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
が
、
単

に
家
族
や
同
僚
・
友
人
関
係
等
に
お
け
る
無
常
の
た
と
え
で
は

な
く
、
出
逢
い
か
ら
別
れ
ま
で
喜
怒
哀
楽
を
共
に
し
な
が
ら
、

将
来
の
お
互
い
の
発
展
に
向
け
一
緒
に
過
ご
し
た
ひ
と
と
き
の

思
い
出
を
、
今
後
の
生
き
方
に
繋
げ
る
言
葉
と
受
け
止
め
た
い

で
す
。

　

更
に
、
茶
道
の
心
得
で
「
一
期
一
会
」
と
い
う
諺
が
あ
り
ま

す
。
〝
あ
な
た
と
出
逢
っ
て
い
る
こ
の
時
間
は
、
一
生
に
一
度

の
機
会
。
こ
の
一
瞬
を
大
切
に
思
い
、
今
で
き
る
最
高
の
お
も

て
な
し
を
し
ま
し
ょ
う
〞
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
私
も
、

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
に
対
し
、
こ
の
気
持
ち
に
近
づ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
四
月
。
新
し
い
出

逢
い
の
始
ま
り
で
す
。
す
て
き

な
笑
顔
あ
ふ
れ
る
日
々
の
生
活

を
基
に
、
一
人
ひ
と
り
が
有
終

の
美
を
目
指
し
、
確
か
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

（
松
﨑　

泉
） い

ち  

ご  

い
ち　

え

ほ
た
る

こ
と
わ
ざ

き   

ど   

あ
い
ら
く

　Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
て

　

本
年
度
四
月
よ
り
、
下
諏
訪
南
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
下
諏
訪
町
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
様
々
な

講
習
会
、
研
修
会
に
参
加
す
る
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
部
で
は
あ

り
ま
す
が
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
カ

ッ
コ
内
は
私
の
感
想
）

●
下
諏
訪
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
講
演
会

「
心
に
栄
養 

届
い
て
い
ま
す
か

　

〜
生
き
ぬ
く
た
め
の
食
生
活
〜
」

〈
元
岡
谷
工
業
高
校
バ
レ
ー
部

　
　
　
　
　

寮
母　

壬
生
智
子
氏
〉

疲
れ
て
い
て
も
、
環
境
が
変
っ
て
も
、

一
日
三
食
プ
ラ
ス
補
食
を
毎
日
継
続

す
る
こ
と
が
大
切
。

（
「
や
る
気
が
で
な
い
」
な
ど
気
持

ち
や
心
の
問
題
も
、
正
し
い
食
事
と

生
活
で
ま
ず
体
を
整
え
る
こ
と
が
大

切
と
感
じ
ま
し
た
。
）

●
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

「
母
親
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
」

〈
花
ま
る
学
習
会
・
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　

高
濱
正
伸
氏
〉

・
時
間
軸
を
意
識
す
る
。

低
学
年
ま
で
・
・
・
で
き
な
く
て
当

た
り
前
、
男
子
の
ツ
ノ
を
折
ら
な
い

高
学
年
か
ら
・
・
・
同
性
の
親
と
家

庭
外
の
師
匠
が
大
切

・
私
た
ち
は
経
験
を
与
え
る
た
め
に

学
校
に
出
し
て
い
る
。

「
も
め
ご
と
は
こ
や
し
」
、
「
失
敗

は
こ
や
し
」
の
心
構
え

（
最
近
は
「
成
功
体
験
」
を
積
み
上

げ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、
私
た
ち
保

護
者
が
手
を
出
し
す
ぎ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
）

●
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
習
会

「
大
人
も
子
供
も
み
ん
な
笑
顔
に
」

〈
中
信
教
育
事
務
所
指
導
主
事 

　
　
　
　
　
　
　

大
野
幸
児
先
生
〉

い
じ
め
の
根
っ
こ
に
あ
る
も
の
、
そ

れ
は
自
尊
感
情
で
す
。
自
尊
感
情
を

育
て
る
に
は
、
心
を
傾
け
て
聴
く
こ

と
で
す
。

（
「
心
を
傾
け
て
聴
く
」
わ
か
っ
て

い
て
も
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
で

す
。
）

●
諏
訪
地
区
教
研
集
会

「
人
権
教
育

　

〜
言
葉
づ
か
い
は
、
心
づ
か
い
〜
」

こ
ん
な
時
、
ど
う
言
い
ま
す
か
？

・
友
達
に
ゲ
ー
ム
機
を
貸
し
ま
し
た
。

一
週
間
後
、
ゲ
ー
ム
機
を
返
し
て
も

ら
う
と
、
少
し
壊
れ
て
い
る
の
に
気

が
つ
き
ま
し
た
。

・
行
き
た
く
な
い
の
に
遊
び
に
行
こ

う
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。

・
下
校
途
中
、
一
緒
に
歩
い
て
い
た

友
達
が
、
自
動
販
売
機
の
前
で
立
ち

止
ま
り
、
お
金
を
出
し
ま
し
た
。

（
同
じ
よ
う
な
状
況
は
、
大
人
に
も

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
の
よ
う
な

日
常
の
経
験
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ

と
で
、
生
き
る
た
め
に
必
要
な
力
を

つ
け
て
い
く
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
）

　

今
回
、
学
校
と
の
関
わ
り
を
持
つ

機
会
を
多
く
得
た
こ
と
で
、
先
生
、

保
護
者
の
皆
様
を
含
め
、
多
く
の
地

域
の
皆
様
か
ら
沢
山
の
支
援
を
受
け
、

子
供
た
ち
は
様
々
な
経
験
を
し
、
見

守
ら
れ
な
が
ら
成
長
し
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
い
た

し
ま
す
。

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長　
　

吉
澤　

孝
一
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水陸両用バス（下諏訪町民号）ご案内

都市計画道路の変更に関する素案の閲覧・公聴会
◆実 施 日　※定員40人（10人未満　中止）
　３月29日（日）、30日（月）、31日（火）
◆出航時間　第１便　9：00発 ／ 第２便　10：20発
◆集合場所　諏訪大社下社秋宮 手水舎前（15分前）

　　 円000,1 人　大　金　　料◆
）下以生学小（ 円005 もど子　　　　　　
）下以歳２（ 円003 児　幼　　　　　　

　　　　　　※座席なし、大人の膝上
■申込み・問い合わせ　下諏訪観光協会
　電話26－2102（受付　９：00～17：00）

平成27年度奨学生募集のご案内
　町内在住の生徒・学生に、奨学金を貸与しています。
【利用できる方】
○成績優秀で向学心を有しながら、経済的な理由によ
って修学が困難な方。
○町内に１年以上在住し生活の本拠も町内にある方。
○親権者が町内に住んでいる方。
○扶養義務者の収入が一定以下である方。※世帯構成
員中２人以上に所得がある場合は合算されます。
【奨学金の額】

【減免について】
　平成27年度より新たに減免規定を設けました。
　卒業後、下諏訪町内に在住していた場合、最大で1/2
の返済免除が適用されます。
※詳しくは、下記までお問い合わせください。
■問い合わせ　下諏訪町教育委員会　教育総務係
　　　　　　　電話28－0001（直通）

 長野県及び下諏訪町では、下諏訪都市計画道路の変
更について｢計画素案の閲覧」｢公聴会｣を実施します。
◆素案の閲覧
・閲覧期間　平成27年２月26日（木）～３月20日（金）
　※午前８時30分～午後５時15分（土・日曜日を除く）
・閲覧場所　長野県建設部都市・まちづくり課、長野

県諏訪建設事務所整備課、下諏訪町建設
水道課

◆公聴会
・日　　時　平成27年３月22日（日）　午前10時～
・会　　場　下諏訪総合文化センター２階 集会室
※公述の申出がない場合は公聴会を中止します。
・公述できる方
　町内在住の方、その他利害関係を有する方
・公述の申出方法
公聴会で意見を述べたい方は、閲覧場所に用意して
あります公述申出書に必要事項を記載のうえ提出し
てください。
・申出期間　平成27年２月26日（木）～３月13日（金）
　　　　　　【郵送の場合は、3月13日必着】
・提 出 先　長野県建設部都市・まちづくり課、長野

県諏訪建設事務所整備課、下諏訪町建設
水道課

■問い合わせ　長野県 建設部都市・まちづくり課
　　　　　　　電話026－232－0111（内線3361）
　　　　　　　長野県諏訪建設事務所 整備課
　　　　　　　電話53－6000（内線2423）
　　　　　　　下諏訪町 建設水道課 都市整備係
　　　　　　　電話27－1111（内線244）

募 集 情 報募 集 情 報

お 知 ら せお 知 ら せ
休日当番医等は、変更になることがありますのでご承知ください。 ※事前に電話で確認の上受診してください。

※休日・夜間緊急医療案内　
　下諏訪消防署　☎28－0119３月の休日当番医院・歯科医院・薬局

歯科当番医（診療時間9：00～正午） 当番薬局

1日
8日
15日
21日
22日
29日

日
日
日
土
日
日

急病当番医（診療時間9：00～17：00）日 曜日

向山内科医院（岡谷市）
平山医院
川岸病院（岡谷市）
諏訪共立病院
今井整形外科（岡谷市）
祐愛病院（岡谷市）

栗田歯科医院（岡谷市）
小松歯科クリニック
小松歯科医院
早出歯科医院（岡谷市）
土田歯科医院
なわ歯科医院（岡谷市）

やまびこ薬局（岡谷市）
盛栄堂小池薬局
川岸薬局（岡谷市）
ひまわり薬局
ウエルシア薬局岡谷長地店（岡谷市）
ウエルシア薬局岡谷長地店（岡谷市）

23－6272
27－8053
22－2562
28－2012
28－9933
23－0222

24－5756
28－0008
27－8226
28－0024
28－3001
26－0648

21－2144
28－6473
24－3103
26－7226
26－2510
26－2510

Ｈ26年度 口腔衛生推進研修会公開講座
　お口の中の健康を保つことは、
美味しく食べることに繋がります。
いくつになっても食事を美味しく
食べるために、歯を守るための知
識、学んでみませんか。
テーマ「歯を守ると命が輝く」
　　　～高齢者の虚弱（フレイル）を
　　　　予防するために歯科医療ができること～
◆講　師　花田信弘先生
（鶴見大学歯学部探索歯科講座教授）
◆日　時　平成27年３月７日（土）
　　　　　午後２時～４時（開場：午後１時30分）
◆場　所　岡谷市カノラホール　小ホール
☆主　催　岡谷市・下諏訪町・岡谷下諏訪歯科医師会

岡谷市地域包括支援センター・下諏訪町地
域包括支援センター

■問い合わせ　下諏訪町保健センター
　　　　　　　電話：27―8384

月額　10,000円以内

月額　25,000円以内

高等学校、専修学校(中卒)
高等専門学校、専修学校(高卒)、
短期大学、大学

貸与金額学校の区分

消防団員募集
下諏訪町消防団入団資格が拡大されました。

　下諏訪町消防団では町内に居住する者及び、町内へ
の通勤者も入団可能となりました。
　消防団員は住民の生命や財産を守るため、火災や大
規模災害発生時に自宅や職場から駆けつけ、消火活
動・救助活動を行います。18歳以上の方なら男女問
わず入団でき、会社員、自営業者、公務員など様々な
方が集まり活動しています。入団希望の方は下記まで
お問い合わせください。
■問い合わせ　下諏訪町 消防課 庶務係
　　　　　　　電話28－0119

子育てふれあいセンター「ぽけっと」からのお知らせ下諏訪町空き家情報バンク登録状況下諏訪町空き家情報バンク登録状況

予備自衛官補（一般･技能）を募集します予備自衛官補（一般･技能）を募集します

〈平成27年２月10日現在〉

■問い合わせ　
　　下諏訪町子育てふれあいセンター  ぽけっと  
　　　開館日時：月～金　9：00～17：00
　　　電話・FAX：27－5244
　※詳しくは町のホームページをご覧ください。

「ゆたん歩°」
高浜健康温泉センター

■問い合わせ　下諏訪町 総務課 企画係
　　　　　　　電話 27－1111（内線258）
　E-mail kyoudou@town.shimosuwa.lg.jp

 № 所在地　賃貸等　　　　　　条件等
45 東高木 売却 木造平屋建･2階建　3,465万円
53 矢木西 賃貸 木造２階建 応相談
54 西赤砂 賃貸 木造平屋建 月6万2千円
55 立　町 賃貸 木造２階建 月5万6千5百円
57 立　町 売却 木造３階建 応相談
60 東山田 売却 木造２階建 応相談
61 高　浜 賃貸 木造平屋建 月3万5千円
62 下屋敷 売却 木造平屋建 600万円
65 立　町 売却 木造２階建 応相談
67 南高木 賃貸 木造２階建 月6万円/応相談
69 新町上 売却 木造２階建 応相談
70 星が丘 賃貸/売却 木造平屋建 月3万5千円/応相談
71 東山田 賃貸 木造２階建 月4万8千円
72 西赤砂 賃貸 木造平屋建 月6万5千円
77 東山田 賃貸 木造２階建 応相談
78 湯田町 売却 木造２階建 500万円
79 新　町 賃貸/売却 木造２階建 月５万円/480万円
80 東山田 賃貸 木造２階建 月６万８千円
81 星が丘 賃貸 木造平屋建 応相談

■問い合わせ　ゆたん歩゜　電話26－2626
　※詳しくは町のホームページをご覧ください。

●簡単・水中歩行教室（定員８名）
　日時：３月６日・13日・20日・27日（金）
　時間：14：00～15：00
●ペア・ストレッチ教室（定員12名）
　日時：３月９日（月）  
　時間：10：00～11：00
●ストレッチポール講座（定員８名）
　日時：３月18日、25日（水）  
　時間：14：00～15：00
●ゆたん歩 ウ゚ォーク（定員12名）
　日時：３月23日（月）
　時間：13：30～15：30

♨ふろの日健康講座♨（3月26日）当日の申込み可能です。
10：00～11：30（先着10名）

♨ふろの日健康相談♨（3月26日）当日の申込み可能です。
10：30～12：00　13：30～15：30

♨ゆたん歩 教゚室♨全コース事前に申込みが必要です。
●アクアツール・エクササイズ（定員10名）
　日時：３月５日・12日・19日・26日（木）
　時間：14：00～15：00
●ゆたん歩 健゚康学級（定員12名）
　日時：３月６日・13日・20日・27日（金）
　時間：10：00～11：30

申し込み不要！
聴講無料！

　自衛官経験のない人が、災害派遣等で自衛官と共に行動する可能性がある制度です。詳しくは、下記まで
お問合せください。

■問い合わせ
　自衛隊長野地方協力本部
　茅野（諏訪）地域事務所
　電話82－6785

受付期間
資　　格
試験期日

一般公募 技能公募

18歳～33歳 18歳～有技能により別
３月24日（火）まで

４月10日（金）～４月14日（火）の間の指定された１日

3月の行事予定

 ３日（火）ファーストブック

13日（金）1歳児ママ講座

23日（月）おはなしいっぱい

 ２日（月）うたのぽけっと

12日（木）郷土の味体験日

16日（月）0歳児ママ講座

ぽけったーさんがお別れの記念品を用意しましたので、
来所した際に声をかけてください。

※毎週水曜日はＢＰプログラムを行っています。

保育園・幼稚園へ
入園するお子さんへ
保育園・幼稚園へ
入園するお子さんへ
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カルチャーカルチャー

３ 月　休日水道工事店３ 月　休日水道工事店

諏訪湖博物館・赤彦記念館　　　27-1627 下諏訪町立図書館　　　27-5555
◆休 館 日　３月２日（月）・６日（金）・９日（月）・16日（月）・

23日（月）・30日（月）
◆開館時間　９時30分～19時（火～金）
　　　　　　９時30分～18時（土日祝）

日 曜 指 定 工 事 業 者 住　　所 電　　話
1
7
8
14
15
21
22
28
29

日
土
日
土
日
土
日
土
日

諏訪湖オルゴール博物館 奏鳴館　　26-7300
諏訪湖時の科学館　儀象堂　　27-0001

※都合により工事店が変更される場合があります。　
　建設水道課 上水道管理係 内線228

＊開館時間：9：00～17：00
　　　　　（3月～は無休、通常開館時間になります）
＊正面入り口横：足湯・1階：売店・1階：休憩コーナーはご自由に
　ご利用いただけます。

第４期　「水墨画・絵手紙展」（諏訪水墨画会）
期　間：３月14日（土）～３月29日（日）
時　間：午前９後～午後５時（入館は４時30分までにお願いします）
場　所：諏訪湖博物館・赤彦記念館　特別展示室

期　日：３月27日（金）
場　所：諏訪湖博物館・赤彦記念館　講堂
時　間：午後１時30分～　終了午後３時40分（予定）
参　加：無料
内　容：式典　午後１時30分
　　　　講演　午後２時15分予定（式典終了後）
　　　　講師　髙橋　克　先生　（江戸川大学教授）
　　　　演題　「赤彦と万葉集 
　　　　　　　　　～『万葉集の鑑賞及びその批評』から～」

赤彦忌

日　時　　３月25日（水）　
●午前の部　10時30分～
　・対　象　３歳～保育園児
　・内　容　「ムーミンパペットアニメ」ほか
●午後の部　13時30分～
　・対　象　小学生以上　 ・内　容　「恐竜たちの大移動」
●場　　所　図書館２階会議室

日　時　　３月20日（金）
　　　　　午前の部　９：30～12：00／午後の部　13：00～15：30
内　容　　「図書の貸出・返却・書架整理など」
対　象　　小学校４年生～高校生
定　員　　午前・午後各２人ずつ
※詳しくは図書館までおたずねください。

◇春休み子ども映画会◇　お楽しみに!!

◇春休み一日図書館員体験教室◇

◆休 館 日　３月２日（月）・９日（月）・16日（月）・23日（月）・
　　　　　　　  30日（月）
◆料　　金　一般　350円　小・中学生　170円
◆開館時間　９時～17時（ただし入館は16時30分まで）

☆腕時計組み立て体験やってみよう！　11：30～
技師がやさしく丁寧に教えてくれます。
精密部品を使って楽しいゲームも用意してます！

☆パル・アコリーナ『オカリナコンサート』

◆儀象堂開館１8周年記念『お客様大感謝デー』
　３月22日（日）９：00～17：00　入館料無料

地元で活躍されていますオカリナグループ「パル・アコリーナ」
によるオカリナ五重奏の演奏。
演奏曲は「天空の城ラピュタ」から“君をのせて”やNHK連続テ
レビ小説「花子とアン」の主題歌“虹いろ”など幅広い世代の
方々にお楽しみいただけます♪
＜会　　場＞２階シアター　　＜開演時間＞13：00～

売店では、特価品コーナーや10～30％OFF感謝セールなど
イベント盛りだくさん！　みなさまのご来館お待ちしております

庁舎耐震補強及び大規模改修工事庁舎耐震補強及び大規模改修工事
　現在、議場改修工事が終了し３月議会から新しく改修した議場で議
会を行います。
★確定申告は４階講堂にて午前９時から受け付けています。
※詳しくは町税務課町民税係へお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　電話27－1111（内線121～123）
★建設水道課にご用の方は、本庁舎２階から連絡通路を利用し別棟に
お越しください。
★総務課財政係、入札関係の閲覧等は３階第４会議室で行っています。
★工事に伴う仮囲、足場設置のため、本庁舎入口及び各階通路が狭く
なっています。また、凍結等により足元が大変滑りやすくなってい
る部分がありますので十分に気を付けてください。
★安全のため、工事エリアへの立ち入りは禁止します。
　ご迷惑をおかけしますがご理解とご協力をお願いします。なお、お
気づきの点等ありましたら下記担当係へご連絡をいただきますようお
願いします。
■問い合わせ　下諏訪町 総務課 管財係　電話27－1111（内線263）

２８－８２９５
２８－０９１９
２８－６０００
２３－５３３０
２７－８３９９
２８－８１３９
２７－０５７５
２７－３２４９
２８－６４６２ 

㈱ 総　　　　建
松 澤 工 業 ㈱
㈱ 六　　　　協
㈱ 上 條 電 設 工 業
㈱ 親 水 工 業
水 道 建 設 ㈱
杉 村 設 備 ㈱
㈲ 諏 訪 建 総
㈲ 諏 訪 冷 熱

五 官
曙 町
広 瀬 町
社 東 町 第 ２
東 山 田 第 ２
町 屋 敷 ３ 組
塚 田 町
大 門 １
西 赤 砂

　島木赤彦の遺徳を偲びその業績を顕彰する趣旨で行います。式典では詩吟、
歌唱などを行い、記念の講演会を行います。
　是非ご参加ください。

企画展「みんなの広場」（町民無料）

　ご家庭で、ご家族で本を読む習慣を身につけましょう。また、毎
日の生活の中で、ＰＣ、ＴＶ、ゲームから離れ、体験学習や読書、
スポーツなどするように心がけましょう。
　大人の皆さんは図書館に来て本を読んではいかがですか。

３月８日（日）は町内一斉家庭読書の日です。

♪下諏訪ひな街道まつり
　　　つるし雛展示　３月31日（火）まで
　岡谷市吊るしひな愛好会の皆様の作品を展示しています。
　甘酒（300円）でホっとひと息…

♪奏鳴館開館19周年ミニ・コンサート
３月22日（日）①10：55～　②13：55～
出演：メゾ・ソプラノ /國貞　紀子さん　ピアノ/小口　悦子さん
　当日は入館無料。
　又、特別価格でのオルゴール販売は数量限定です。

♪３月14日（土）はホワイトデー

♪休館のお知らせ

「Let it Go」「生まれてはじめて」「恋するフォーチュンクッキー」
など670曲の中から、心を込めて選びましょう

◆毎時30分より、２F展示室でアンティークオルゴールのご案内
◆毎正時より、１Ｆ工房でオルゴール製作体験教室
◆ショップと喫茶室は入館料不要
◆開館時間　９：00～17：30
◆Fax：0266-26-1044　メール：info@someikan.com

３月４日（水）は休館させていただきます。
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３月くらしの情報
役場 　27－1111

育児・栄養相談（すこやか相談）

離乳食教室（もぐもぐ学習会）

インターバル速歩講座
郷土の味体験日

午前9時～午前11時

午前10時30分～午前11時30分
午前10時～午前11時

四種混合

心のほっと相談（事前に予約が必要です）

予防接種
月
金

2日
6日

午後2時～午後2時15分

午後2時～午後4時

２　か　月（平成27年 1月生）
４　か　月（平成26年 11月生）
10　か　月（平成26年 5月生）
１歳６か月（平成25年 8月生）
２　　　歳（平成24年 12月生）
３　　　歳（平成24年 　2月生）

乳
幼
児
健
診

午前9時から
午後0時45分から
午後0時45分から
午後0時45分から
午前9時から
午後0時45分から

24日
24日
20日
4日
　3日
9日

火
火
金
水
火
月

保健センター
　　　27-8384

保健センター

下諏訪体育館

３ 月　健  康  診  査  等

B C G（平成26年7月生）
（平成26年8～10月生）

種　　　　　　　　　　別 日 曜日 時　　　間 場　　　所

●休日・夜間緊急医案内サービス　   0570－088199（ナビダイヤル）
●諏訪地区小児夜間急病センター（15歳以下・午後7時～9時）　   54－4699         

＊ 午後1時30分～午後3時30分

３ 月　各　種　相　談
日 曜日 時　　　間相　　談　　名 場　　　　　所

法 律 相 談
行 政 相 談
特 設 人 権 相 談 所
住 民 相 談 ・ 一 般 相 談
消 費 生 活 相 談
交 通 事 故 相 談

児 童 家 庭・教 育 相 談

女 性 総 合 相 談
建 築 な ん で も 相 談
（リフォーム・耐震改修など）
工 業 相 談

結 婚 衣 装 等 公 開 日

福 祉 総 合 相 談

休日を除く毎日

7日

 15日

毎月第2火曜日

土

 26日 木

月～金曜日

月～金曜日
毎週金・土曜日

午後1時～午後4時

午前10時～午後3時

午前8時30分～午後5時15分

午前9時～午後5時

午後1時～午後5時
午後1時～午後3時

日

木12日

随　　時

休日を除く毎日

午前9時～午後5時

午前10時～午後1時30分

毎月第3土曜日 午前9時～正午

午前8時30分～午後5時15分

午前8時30分～午後5時15分

＊

＊ 午前10時～午後3時

午前10時～午後3時
火17日
火3日

・一般相談

・一般相談、権利擁護相談、成年後見相談
・結婚相談

相談は無料です。
＊は事前に予約が必要です。

☎28-2827

☎26-3377

老人福祉センター　相談室

下諏訪町地域包括支援センター
（下諏訪町社会福祉協議会内）

※面談日については事前に確認をお願いします。
下諏訪商工会議所　　　 ☎27-8533

ものづくり支援センターしもすわ☎26-2226
総合文化センター　和室（2階）
＊事前のお問い合わせは、健康福祉課
福祉係　☎27-1111（内線233）

教育委員会　　　　　　　　☎27-3204

住民環境課 生活環境係
☎27-1111（内線143）
までお問い合わせください。

※面接での相談については事前に予約をお願いします。

☎57-2900諏訪地方事務所

まちづくり協働サポートセンター☎27-1111（内線258）

火・月
木
月
木
水

10・23日
5・19日
16日
12日
18日

●３月の休日納税相談●●３月の税金等納期限●
３月31日
　（火）

国民健康保険税 12期３月分
後期高齢者医療保険料 12期３月分
温泉使用料 ２月分
保育料 ３月分

○開設日時　７日（土）・８日（日）
　　　　　　（午前10時から午後４時まで）
○開設場所　町庁舎１階 税務課窓口
○内　　容　税金等の納付及び納税相談

■問い合わせ　下諏訪町 税務課 収納係　
　　　　　　　☎27－1111（内線126・127）
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中山道と甲州街道が出会う 大社といで湯の宿場まち中山道と甲州街道が出会う 大社といで湯の宿場まち

下諏訪町の１年を振り返る …………………２
軽自動車税の税率改正のお知らせ …………４
福祉タクシーおよび循環バス助成券の申請受付 …５
いずみ湖公園施設の
　　利用申込みが始まります ………………７
平成27年度交通災害共済会員募集 …………８
生涯学習 ……………………………………１０
インフォメーション ………………………１６
くらしの情報 ………………………………１８

　毎年諏訪の地に戻ってくるオオワシ「グル」。大きな獲物を捕って食べる姿
に野生のすごみを感じます。時には獲物を横取りしようとするトビに追い回さ
れたりする光景も見られ、自然の厳しさまでも伝えてくれます。
　オオワシの寿命は詳しく分かっていませんが、この諏訪湖に１年でも長く飛
来し、悠然と飛ぶ姿を見せてほしいです。

平成27年３月平成27年３月
日　 月 　 火 　 水 　 木 　 金 　 土

1

8

15

22

29

第１週

第２週

第３週

第４週

第１週

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

下諏訪町リサイクルカレンダー下諏訪町リサイクルカレンダー 「×」印の日は収集
を行いません

資源物等の収集品目
皆様へお願い
■「家庭ごみの正
しい出し方」「リ
サイクルカレン
ダー」で確認し
てから出してく
ださい。
氏名を必ず書いて
ください。

アルミ缶・ペットボトル・無色ビン・白色トレ
イ・発泡スチロールと色つきトレイ

アルミ缶・ペットボトル・無色ビン・白色トレ
イ・発泡スチロールと色つきトレイ

スチール缶・茶色ビン・紙類（新聞紙・ダンボ
ール紙・雑誌・紙パック・その他の紙類）
アルミ缶・ペットボトル・その他の色ビン・白
色トレイ・発泡スチロールと色つきトレイ

スチール缶・金属類・埋立てごみ

2

9

16

23

30

社会保障・税番号制度（マイナンバー）社会保障・税番号制度（マイナンバー）
が始まりますが始まります

●所在地　下諏訪町4867－１（西四王）　●電話26－7622　●代表者　中村 英治

下諏訪町の企業紹介 第37弾 「麺家　虎  　」下諏訪町の企業紹介 第37弾 「麺家　虎  　」
　毎月発行しているクローズアップしもすわで、町内の企業を紹介します。内容は各会社から提出いただいた原稿を基に
掲載しています。掲載を希望する企業は下諏訪町 総務課 情報防災係（電話27－1111　内線262）までご連絡ください。

　独自で研究した製法でつくった豚骨スープは、濃厚なのにクセがなく、豚骨
独特のこってり感を押さえています。女性やお子さまにもおすすめです。
　素材にこだわった油の少ないチャーシューは、じっくり８時間煮込んで秘伝
のタレに漬け込み、さらにじっくり火を掛け、トロトロに仕上げました。
　こだわりのつまった一杯を、是非ご賞味ください。

※紙類は、雨が降っている場合は絶対に出さないでください。　※第４週資源物の日の「剪定木」収集は11月で終了しました。４月ま
で資源物として出す場合は直接清掃センターへ持ち込んでください。　※建築廃材や家具等は束ねて出しても収集しません（対象外）。
※「焼却ごみ」としての剪定木収集は通年で行っています。氏名を書いた45リットルの焼却ごみ袋を巻いて出してください。

３月の暦
くぐり戸造りの家
八幡 武義作

月 例 資 源 物 収 集 日：３月１日（日） 午前７時～午前８時の間に指定場所へ持ち込んでください。
　　　　　　　　　　　　※種類ごとに十文字にしばるか、紙袋または町資源物袋に入れて出してください。
硬質プラスチック収集日：３月15日（日） 午前９時～午前11時までの間に赤砂崎へ持ち込んでください。

～店舗情報～
■開店時間　11：30～ 14：30
　　　　　　　　　（lo. 14：00）
　　　　　　17：30～ 22：00
　　　　　　　　　（lo. 21：30）
■定 休 日　月曜日

　次号から社会保障・税番号制度（マイナンバー）につい
て特集を組んで紹介します。
　住民のみなさん、マイナンバーへの理解を深めていきま
しょう。

マイナンバー制度に関するお問い合わせは

全国共通ナビダイヤル（☎0570－20－0178）
外国語（英語）対応（☎0570－20－0291）
※ナビダイヤルは通話料がかかります。
平日9：30～ 17：30（土日・祝日を除く）　
『社会保障・税番号制度』ホームページ
（http://www.cas.go.jp/jp/ seisaku/bangoseido/）

豚骨「白虎」 豚骨＋韓国味噌「赤虎」

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

QRコード

写真提供：とんべ写遊会　吉澤　健さん写真提供：とんべ写遊会　吉澤　健さん


